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まえがき 

現在，ブロードバンドサービスを利用する際のネットワーク接続は，LAN，FTTx，xDSL，CATV，Wireless 
LAN，mobile などがあり，多岐にわたっている。そして，ネットワークで提供されるサービスも，データ

通信・電話だけでなく，映像配信など，多様化している。特に光配線システムを用いた FTTx は，広帯域

伝送が可能であり，Triple Play サービス及び今後の各種サービスへの拡張性を有することから，アクセス

ネットワークでの普及が進んでいる。 

FTTx の光配線では，通信事業者がビル・住宅まで石英系光ファイバを敷設し，建物内は通信事業者又は

ユーザが石英系光ファイバ・LAN ケーブル・同軸ケーブルを適宜敷設している。 

しかし，LAN ケーブル，同軸ケーブル及び Wireless LAN は，建物内の電気設備によるノイズの影響を受

けやすく，広帯域ネットワークを必要とする映像配信などのサービスでは，性能不足となることが考えら

れる。 

プラスチック光ファイバ（Plastic Optical Fiber：POF）は，建物内の LAN ケーブル及び同軸ケーブルの置

き換えとして，十分な性能を持っているため，マンション，病院などで導入された事例がある。また，各

住戸内での各部屋への光配線材料として欧州を中心に使用されはじめている。 

この技術資料（TP）は，建物内における POF の光配線構成及び配線方法，並びに構成する配線物品を系

統的に整理したものである。 

今回の第 4 版の改正の主な変更点は，次のとおりである。 

a) アクリル樹脂系 POF について，コネクタレス接続による製品が上市されたことに対応し，光コネクタ

に関する記述を削除した。 

b) フッ素樹脂系 POF について，最新の動向に合わせて，POF の構造パラメータに関する数値などに変更

を加えた。 

この技術資料が，建物内に POF 光配線システムを導入しようとする居住者，ディベロッパ，設計者及び

施工業者のガイドラインになり，光配線設備の普及に一層のはずみがつくことを期待する。 

この技術資料（TP）は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この技術資料（TP）の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性がある

ことに注意を喚起する。光産業技術振興協会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案

権に関わる確認について，責任はもたない。 

 

 

 

 
この技術資料に関して，ご意見・情報がありましたら，下記連絡先にお寄せください。 

連絡先：一般財団法人光産業技術振興協会標準化室 

 

 

この技術資料（TP）は，規格作成の前段階としての準備資料，規格化の根拠・データの

まとめ，規格の補足資料などとして活用されることを目的とし，一般財団法人光産業技術

振興協会の標準に関する資料として公表する。 
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プラスチック光ファイバ（POF） 
建物内光配線システム 

Plastic optical fiber distribution system for customer premises 
 

序文 

プラスチック光ファイバ（Plastic Optical Fiber：以下 POF という。）は，通信用途に広く普及している石

英系光ファイバと比較して伝送可能距離は短いが，口径が大きく加工・取扱いが容易で曲げによる破断が

起こりにくいという特徴をもち，一般ユーザが光ファイバに直接触れる可能性があるデジタルオーディオ

及びファクトリーオートメーション，並びに自動車を主とする移動体内でのデータ伝送用途に使用されて

いる。さらに，それらの実績及び加工の容易性並びにプラスチックの安全性から，建物内ネットワークの

配線材としての使用例が出てきている。 

1 適用範囲 

1.1 一般事項 

この技術資料は，POF を用いた建物内光配線システム（以下，建物内光配線という。）に関して，主に

POF の設備構成，敷設，接続及び試験方法について規定する。 

この技術資料の主な利用者は，建物設計者及び建物利用者並びに施工業者を想定している。前者は，POF
を用いた建物内光配線に関する情報収集，及び，それを基とした住宅設計に，後者は，POF を用いた建物

内光配線の施工に，使用することが想定される。 

1.2 POF の特徴及び用途 

POF は，アクリル樹脂系とフッ素樹脂系との 2 種類に大別され，各々の用途及び施工法は異なり，次の

ようになる。なお，POF の種類及び主な特性を表 A.1 に示す。 

a) アクリル樹脂系 POF の特徴及び用途 

石英系光ファイバに比べて，口径が大きく，伝送距離は一般に約 50 m と短いが，端面処理などの取

扱いが容易である。また，現在普及している ANSI/TIA/EIA-568-B の UTP CAT5e ケーブル（≦22 dB/100 
m @100 MHz）及び CAT6 ケーブル（≦19.8 dB/100 m @100 MHz）と同程度（≦18 dB/100 m @100 MHz）
の伝送損失特性を持ち，ケーブルが細くかつ電力線との同時配線が可能であるなど施工上の制約条件

が少ないという利点がある。現在，UTP ケーブルの置き換えとして，住戸内の配線に使用されている。

光源波長としては 650 nm 帯の可視領域が主であり，接続には成端加工又はコネクタが不要である

（4.1.2 参照）。 

この技術資料に対応する POF の製品規格は，外径 1 000 μm，SI 形の，次の規格である。 

1) 素線規格 JIS C 6837 PSI-980/1000-A2（IEC 60793-2-40 A4a.2） 
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2) コード規格 JIS C 6836 OFC2.2 - # - PSI-980/1000-A2（“#”には被覆材質を表す記号が入る。） 

b) フッ素樹脂系 POF の特徴及び用途 

アクリル樹脂系と比較して口径は小さいが，伝送損失が小さく伝送帯域も 10 Gbps まで適用可能と

高いため，ビル内幹線にも適用が可能である。また，石英系光ファイバと共通の光源波長（850 nm，

1 310 nm）及び光コネクタ（SC，LC など）が使用可能である。 

この技術資料に対応する POF の製品仕様は，コア径 550 μm 又は 80 μm，クラッド外径 490 μm，GI
形である。JIS 及び IEC 規格に該当はない。 

1.3 アクリル樹脂系 POF 及びフッ素樹脂系 POF の適用範囲 

この技術資料の適用範囲は，アクリル樹脂系 POF の場合，各住戸の情報配線ボックス内の光回線終

端装置（ONU）から各部屋内の情報端末までの住戸内配線とする。住宅への光ドロップケーブルの引

き込みについては，OITDA/TP 01/BW を参照されたい。 

また，フッ素樹脂系 POF については，各住戸の情報配線ボックス内の光回線終端装置（ONU）から

各部屋内の情報端末までの住戸内配線及び MDF から各住戸の室内までの配線を適用範囲とする。

MDF 室までの光ケーブルの引き込みについては，OITDA/TP 02/BW を参照されたい。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この技術資料に引用されることによって，その一部又は全部がこの技術資料の

要求事項を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 6823 光ファイバ損失試験法 

JIS C 6824 マルチモード光ファイバ帯域試験法 

JIS C 6825 光ファイバ構造パラメータ試験方法－光学的特性 

JIS C 6836 全プラスチックマルチモード光ファイバコード 

JIS C 6837 全プラスチックマルチモード光ファイバ素線 

JIS C 6861 全プラスチックマルチモード光ファイバ機械特性試験法 

IEC 60793-2-40，Optical fibres－Part 2 -40: Product specifications－Sectional specification for category A4 
multimode fibres 

ANSI/TIA/EIA-568-B，Commercial Building Telecommunications Cabling Standard 

OITDA/TP 01/BW FTTH 対応 戸建住宅用光配線システム 

OITDA/TP 02/BW FTTH 対応 集合住宅用光配線システム 

OITDA/TP 11/BW ビルディング内光配線システム 

3 用語及び定義並びに略語 

3.1 用語及び定義 

この技術資料で用いる主な用語及び定義は，次による。 

3.1.1 
光ファイバケーブル，光ケーブル（optical fiber cable，optical cable） 
一つ以上の光ファイバをその構成要素とするケーブル 

注釈 1 特にこの技術資料では，一つ以上のプラスチック光ファイバ素線又はプラスチック光ファイバ
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コードを構成要素とする。 

3.1.2 
光コネクタ付き光ケーブル 

片端又は両端に光コネクタを取り付けた光ケーブル 

3.1.3 
幹線ケーブル，縦系 

住棟の階高方向に敷設され，自営 PT 盤と PD 盤とを接続するケーブル 

注釈 1 住棟内の PD 盤同士の接続に使用してもよい。 

3.1.4 
自営 PT 盤 

幹線ケーブルの起点となる配線盤 

注釈 1 光コネクタによるパッチパネルを有し，通信事業者の光ケーブル回線と相互接続するときの設

備分界点となる。通常は MDF 室内に設置される。加入者成端盤，光成端箱ともいう。 

3.1.5 
PD 盤 
幹線ケーブルと水平ケーブルとを接続する配線盤 

注釈 1 通常は住棟の共用部にある EPS 内に設置される。分岐配線盤，光接続箱ともいう。 

3.1.6 
水平ケーブル，横系 

PD 盤と住宅内情報配線ボックス又は光アウトレットとを接続するケーブル 

注釈 1 PD 盤の設置を省略するフロアにあっては，光アウトレットと自営 PT 盤とを直接接続する構成

としてもよい。 

3.1.7 
光回線終端装置，ONU（optical network unit） 

FTTH において，光ケーブルと UTP などの LAN ケーブルとを接続し，光信号と電気信号とを相互に変

換する装置 

3.1.8 
情報配線ボックス 

宅外からの情報（電話・放送・通信など）の取り入れ・取り出し配線を 1 箇所に集約するための配線盤 

注釈 1 配線だけでなく，ケーブルの終端部材，伝送機器，分配器なども収容し，情報・通信設備の点

検・保守・更新・相互切り替えなどができる。 

3.1.9 
ルータ 

ネットワーク層のプロトコル定義に基づいてパケットの中継・交換を行う装置 

3.1.10 
情報コンセント 

通信系，放送系及び電源コンセントを 1 箇所にまとめた配線器具 

3.1.11 
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HUB 
LAN 機器を相互に接続するための集積装置 

3.1.12 
メディアコンバータ 

異なる伝送媒体を接続し，媒体に伝わる信号を相互に変換する装置 

注釈 1 ここでは，UTP などの LAN ケーブルと POF とを接続し，光信号と電気信号とを相互に変換す

る装置。 

3.1.13 
プラスチック光ファイバ素線（plastic optical fiber） 
コア及びクラッドの材質がともにプラスチックである光ファイバ 

3.1.14 
プラスチック光ファイバコード（plastic optical fiber cord） 
プラスチック光ファイバ素線に樹脂被覆を施した，抗張力のあるプラスチック光ファイバ 

注釈 1 POF コードとも称する。 

3.1.15 
光アウトレット 

住宅内壁に埋込設置される光コンセント 

3.1.16 
光コンセント 

屋内へ引き込まれた光ドロップケーブル又は光インドアケーブルと住宅内光配線コードとの接続に使用

するインタフェース 

注釈 1 この技術資料では，光アウトレット及び光ローゼットを総じて光コンセントと呼び，ONU から

各部屋までの POF 配線と室内の POF コードとの接続に使用される。 

3.1.17 
光ローゼット 

住宅内に露出設置される光コンセント 

3.1.18 
プラグ（plug） 

光ファイバが取り付けられ，アダプタなどを介して接合するための雄形の光コネクタ部品 

3.1.19 
成端（termination） 

ケーブル端末を配線盤などに接続可能な状態にすること，又は，したもの 

3.2 略語 

この技術資料で用いる主な略語は，次による。 

a) EPS  電気配線室（Electric Pipe Shaft） 

b) GI   グレーディッドインデックス（Graded Index） 

c) IEC  国際電気標準会議（International Electrotechnical Commission） 
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d) LAN  ローカルエリアネットワーク（Local Area Network） 

e) LC  LC 形光コネクタ 

f) M/C  メディアコンバータ 

g) MDF  主配線盤（Main Distributing Frame） 

h) ONU  光回線終端装置（Optical Network Unit）  

i) PD   分岐配線盤，光接続箱（Premise Distributor） 

j) PE    ポリエチレン（Polyethylene） 

k) POF  プラスチック光ファイバ（Plastic Optical Fiber） 

l) PVC  ポリ塩化ビニル（Polyvinyl Chloride） 

m) SC    SC 形光コネクタ 

n) UTP  非シールドより対線（Unshielded Twisted Pair） 

4 POF 光配線システムの基本構成 

4.1 概要 

POF は大口径であるため，FTTH の石英光ファイバとの直接的な相互接続は出来ない。そのため ONU で

電気信号に変換された信号を，再度メディアコンバータで光信号に変換して POF で伝送する構成をとる。

光ファイバ心線数は，一般的に上り下りの 2 心が使用される。 

4.2 建物内光配線システムの構成及び設備条件 

4.2.1 一般事項 

POF の伝送距離は伝送速度にもよるが，アクリル樹脂系 POF の伝送距離は 50 m，フッ素樹脂系 POF は

50 m 以上の伝送が可能なため，建物内の適用方法は大きく異なる。次に，それぞれの POF を用いた建物

内光配線システムの構成及び設備条件を述べる。 

4.2.2 アクリル樹脂系 POF による戸建住宅用光配線構成 

アクリル樹脂系 POF は伝送距離が短いが，伝送速度は 1 Gbit/s が得られるため，住戸内において ONU
設置箇所から各部屋への配線に使用される。住宅内光配線では，光コネクタを用いず切断したアクリル樹

脂系 POF コードを直接メディアコンバータに挿入し固定する接続法が主に用いられる[1]。 

各部屋への配線方法としては，新築住宅の場合には CD 管又は PF 管を使用した壁内配線，既築住宅の

場合は POF ケーブルの細さ及び柔軟性を活かしワイヤプロテクタなどを用いた露出配線が主である。 

新築住宅の場合，及び既築住宅の場合の配線構成例を，次に示す。 

a) 新築住宅の場合 

アクリル樹脂系 POF による新築住宅の配線構成例を図 1 に示す。 

ONU，ルータ，HUB 及びメディアコンバータを集約した情報配線ボックスを光ドロップケーブルの

引込口近傍に設置し，情報配線ボックス内のメディアコンバータから，予め用意されている配管を通

じて各部屋の光アウトレットまで POF を配線していることを特徴とする光配線システムである。電源

線と同一の管への併設も可能である。このような構成の利点としては，情報配線ボックスにて容易に

配線及び機器の変更が可能であるため，各部屋の用途変更に柔軟に対応できること及び将来の拡張性
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に優れていることが挙げられる。欠点としては，住宅建築時に配管及び情報配線ボックスを設置する

ための費用がかかる点が挙げられる。 

 

図 1－アクリル系 POF の住戸内配線への使用例（主に新築住宅の場合） 
 

新築の戸建住宅及び集合住宅の各住戸内で使用される場合の主な構成要素は，次のとおりとなる。 

• 情報配線ボックス 

• 配管 

• HUB 

• POF コード 

• 光アウトレット 

• メディアコンバータ 

b) 既築住宅の場合 

アクリル樹脂系 POF による既築住宅の配線構成例を図 2 に示す。 

既築住宅で情報配線ボックスの設置が困難である場合，光ドロップケーブルを住宅内に引込み，光

コンセントを介して ONU に接続した後，ルータを経て HUB 及びメディアコンバータから各部屋の光

ローゼットまで POF が露出配線されていることを特徴とする光配線システムである。このような構成

は，多種多様な住宅環境及び設備条件が考えられる既築住宅に対する導入が容易であり，設備費用も

少ないという利点がある。他方露出配線では美観への配慮が必要である。なお，既設の配管が利用可

能である場合は，情報配線ボックスを除き図 1 の構成をとることができる。 
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図 2－アクリル系 POF の住戸内配線への使用例（主に既築住宅の場合） 

 

既築の戸建住宅及び集合住宅の各住戸内で使用される場合の主な構成要素は，次のとおりとなる。 

• HUB 

• POF コード 

• 光ローゼット 

• メディアコンバータ 

• ワイヤプロテクタ 

4.2.3 アクリル樹脂系 POF の設備条件 

a) 新築住宅の場合 

1) 情報配線ボックスに，ONU 及びメディアコンバータを設置するスペースがある。又は，ONU 及び

メディアコンバータを設置可能な情報配線ボックスの設置スペースがある。 

2) 情報配線ボックス近傍に，ONU，ルータ及びメディアコンバータを動作させるための電源がある。 

3) 光アウトレット及び壁取付け型メディアコンバータの近くに，メディアコンバータを動作させるた

めの電源がある。 

4) 情報配線ボックスから各部屋の光アウトレットまでスター型に，POF 配線用の配管がある。配管径

は，φ22 mm 又はφ16 mm が一般的である。 

b) 既築住宅の場合 

1) ONU を設置する場所の近傍に，ONU，ルータ及びメディアコンバータを動作させるための電源があ

る。 

2) 光ローゼット及び壁取付け型メディアコンバータの近くに，メディアコンバータを動作させるため

の電源がある。 

4.2.4 フッ素樹脂系 POF による基本的な集合住宅用光配線構成 
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図 3 に，フッ素樹脂系 POF を集合住宅に適用する場合の基本構成を示す。 

フッ素樹脂系 POF 光配線システムは，MDF 室，幹線ケーブル，水平ケーブル，各住戸の各部位（空間）

と，各部位（空間）に設置される自営 PT 盤，PD 盤，光ケーブル，光アウトレットなどの配線用品とで構

成される。MDF 室及び各住戸にメディアコンバータが設置され，その間を光コネクタ付き光ケーブルで配

線する。 

光ファイバ直結型配線方式による FTTH 配線では，MDF 室から各住戸まで複数心のフッ素樹脂系 POF
ケーブルを次に従って敷設する。 

a) 自営 PT 盤と各住戸内の光アウトレットとの間を 1 対 1 で接続する。 

b) 自営 PT 盤と各住戸内の光アウトレットとの間に，必要に応じてコネクタ接続を設けることは可とす

る。 

c) 光信号の分岐・増幅・波長分離などの機能が必要な場合は，自営 PT 盤より上位（一次側：通信事業者

側）に機能要素を実装するか，又は光アウトレットの下位（二次側）以降に設けることとし，自営 PT
盤と各住戸内光アウトレットとの間には接続点以外の機能要素は設けないようにする。 

 

図 3－フッ素系 POF による幹線・水平ケーブル配線構成例 
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フッ素樹脂系 POF による集合住宅用光配線システムの主な構成要素は，次のとおりとなる。 

• 光コネクタ付き光ケーブル 

• 光アウトレット 

• メディアコンバータ 

• ケーブルラック 

• 自営 PT 盤 

• PD 盤 

4.3 光配線システムを構成する配線物品の概要 

4.3.1 アクリル樹脂系 POF による戸建住宅用光配線物品 

アクリル樹脂系 POF による戸建住宅への光配線には，次の物品が用いられる。 

a) 光コード及び光ケーブル 

POF 素線に直接樹脂被覆を施した，単心コード又は 2 心ジップコードが一般的である。2 心ジップ

コード又は 2 本の単心コードへさらに外被を施した 2 心ケーブルも，用途に応じ使用される。建物内

配線に用いる POF 2 心ジップコード（分離形）及び POF 2 心ケーブルの構造・寸法及び特性を表すブ

ランク詳細仕様を，附属書 B 及び附属書 C に示す。 

図 4a)の 2 心ジップコードの許容張力は品種により 90 N～140 N，図 4b)の 2 心ケーブルの許容張力

は 195 N である。 

  
a) 2 心ジップコード（2.2×4.4） b) 2 心ケーブル（4.0×5.5） 

図 4－アクリル樹脂系 POF コード及びケーブルの構造例（単位：mm） 

b) 情報配線ボックス 

情報配線ボックスは，主に，通信事業者伝送路設備から引込んだ光回線，電話回線，受信アンテナ

からの TV 受信線などを集約し，各部屋にスター型に分配するための配線ボックスである。 

情報配線ボックス内には，ONU，ルータ，SW-HUB などの通信機器，ブースタ，分配器などの TV
受信用機器が収納され，POF 配線用のメディアコンバータ及び POF ケーブルが設置・配線される。情

報配線ボックスの一例を図 5 に示す。この例の場合，ONU，ルータなどの機器はフリースペースに設

置される。 

居住者が情報配線ボックスを設置するが，その設置場所は容易に点検できる箇所であることが望ま

しい。専用の設置場所がない場合は，例えば廊下の壁面，天井裏，階段の壁面，下駄箱内などを利用

することがある。 
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図 5－情報配線ボックスの例 

c) 屋内配管 

住宅の壁内などに設置し，POF コード，LAN ケーブル，TV 用同軸ケーブルなどを配線するための

配管で，主に，可とう性を有する CD 管などの合成樹脂製可とう電線管が用いられる。配管内径は主

に，⌀16 mm，⌀22 mm のものが使用される。CD 管の外観を図 6 に示す。 

既設住宅への配管設置は困難であるが，新築時に各部屋まで配管を設置しておくと，部屋の用途変

更・リフォームに伴う配線変更，また，ケーブル張替えに柔軟に対応できるだけでなく，露出配線が

回避でき室内の美観を損なわない利点がある。 

配管に曲り箇所が多いと，ケーブルの通線が困難になるため，1 区間の曲りの数を 3 直角以内とし，

これを超える場合はボックスを設けておくことが望ましい。また，配管の曲率半径は管内直径の 6 倍

以上を推奨する。 

注記 合成樹脂製可とう電線管は，PF（Plastic Flexible Conduit）管及び CD 管の 2 種類があり，PF
管は耐燃性（自己消火性）であるが，CD 管は非耐燃性（自己消火性なし）である。識別のた

め CD 管はオレンジ色となっている。 

 
a) CD 管の例 [2] 

10/100/1000M 
SW-HUB TV 用ブースタ 

TV 分配器 
  

フリースペース 
  

LAN 端子 

TEL 端子 

光ローゼット 

AC コンセント 
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b) PF 管内への電源線と POF コードとの併設配線の例 

図 6－POF コードの屋内配線の例 
 

d) ワイヤプロテクタ 

ワイヤプロテクタ（図 7 及び図 8 に例示）は，屋内露出配線の保護及び掩蔽に用いられる。接着テ

ープ又はねじで固定されるベース部及びカバー部よりなり，壁面用，床面用，幅木用などがある。図

4 の 2 心ジップコードの場合，最も細い 0 号モールに収納可能である。 

 

図 7－壁面用ワイヤプロテクタの外観例 

 

 

図 8－0 号 S 型ワイヤプロテクタの寸法例 [3] 
 

e) 光コネクタを用いない接続 

アクリル樹脂系 POF による建物内配線の場合，光コネクタを用いず POF コードを切断しただけの

状態でメディアコンバータなどに挿入し固定する方法が用いられる。 

ONU からの UTP などの LAN ケーブルと POF との接続，並びに POF と情報端末の LAN 端子との

接続には，メディアコンバータを用いる。アクリル樹脂系 POF 用のメディアコンバータの例を，図 9
に示す。 
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a) ドングル型 [4] b) 壁取付け型 [5] 

図 9－アクリル樹脂系 POF 用メディアコンバータの例 [4,5] 

 

また，図 10 に示すような，POF をカッターナイフなどにより切断するだけで接続できるプラグレ

ス接続のメディアコンバータ DIY キットも市販されている。 

 

 

a) プラグレス接続メディアコンバータ DIY キット b) プラグレス接続部 

図 10－プラグレス接続のメディアコンバータ DIY キットの例 [6] 
 

4.3.2 フッ素樹脂系 POF による集合住宅用光配線物品 

フッ素樹脂系 POF による集合住宅への光配線には，次の物品が用いられる。 

a) 光ケーブル 

アラミド繊維入りの 2 心ケーブル（図 11 に例示）が使用される。許容張力は 200 N である。 

 

図 11－フッ素樹脂系 POF2 心ケーブルの断面例 [7]（単位：mm） 
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b) ケーブルラック 

OITDA/TP 11/BW の箇条 6（光ケーブルの敷設及び配線盤装置）参照。 

c) 光コネクタ 

フッ素樹脂系 POF 用の光コネクタ（図 12 に例示）としては，石英系光ファイバと同じかん（嵌）

合形状の SC コネクタ，LC コネクタなどが用いられる。 

 

図 12－フッ素樹脂系光コネクタ付 2 心コードの例 [6] 

 

また，図 13 に示すような現場で取り付け可能な LC コネクタも開発されている。端面は，研磨又は

切断により処理される。 

 

図 13－現場にて取付可能なフッ素樹脂 POF 用 LC コネクタの例 

 

d) 光アウトレット 

マルチモード石英光ファイバ用の光アウトレットが使用できる。 

e) メディアコンバータ 

マルチモード石英光ファイバ用のメディアコンバータが使用できる。例を，図 14 に示す。 

 

図 14－フッ素樹脂 POF に適用可能なメディアコンバータの例 [6] 
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5 配線施工・接続 

5.1 アクリル樹脂系 POF による戸建住宅用光配線施工・接続 

5.1.1 光コード・ケーブルの配線 

a) 新築住宅の場合 

情報配線ボックスから各部屋へスター形に配置されている屋内配管を通じて，各部屋の光アウトレ

ットまで配線する。通線に際しては，引張り力が光コード又はケーブルの仕様に記載されている抗張

力以下となるよう注意が必要である。 

b) 既築住宅の場合 

ワイヤプロテクタを用いた露出配線が基本となる。 

実際の建物内配線の配線施工例を図 15 に示す。 

 

 
実際の配線の様子 直角配線内部拡大 

a) ワイヤプロテクタによる室内配線 b) 光ローゼットの設置 

図 15－アクリル樹脂系 POF コード及びケーブルの施工例 
 

5.1.2 光コネクタ取付け及び成端処理 

4.3.1 の e)に記載のとおり，アクリル樹脂系 POF の建物内配線では光コネクタを使用せず，成端処理は

図 16 に示すような簡易工具により POF コードを切断するだけである。 

 

図 16－簡易切断工具によるアクリル樹脂系 POF コードの成端処理の例 
 

5.1.3 余長処理 

a) 概要 

POF ケーブルを光アウトレット，メディアコンバータなどに接続する際には，端末加工のために 0.5 
m～1 m の余長が必要となる。このため，光アウトレットなどの接続部材には，接続部を固定する機能

の他に余長を適切に収納する機構が必要である。 
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b) 余長収納方法 

光アウトレットの裏に余長を収納する方法の例を図 17 に示す。光アウトレットの壁内側に，適切な

曲げ半径を保つよう設計された巻付部材を設け，端末加工後光アウトレットに取り付けたケーブルの

余長をこれに巻き取りながら収納する。 

光アウトレットを使用しない場合，及びプルボックスなどに余長を収納する場合は，POF コード又

はケーブルの仕様に指定された最小曲げ半径よりも充分大きな半径で束状にする。 

 

図 17－余長収納方法の例 [8] 

c) 注意点 

1) 収納用品の蓋などでケーブルを挟まないよう注意する。 

2) ケーブルを巻き取る際に捻らないよう注意する。 

5.2 フッ素樹脂系 POF による集合住宅用光配線施工・接続 

5.2.1 光ケーブルの配線 

フッ素樹脂系 POF の配線方法としては，ケーブルを配管で保護して建物内に配線する場合，金属ダクト

を使用する場合，又はケーブルラック施工する場合がある。配管を使用する場合は，光ファイバの曲げ半

径及び将来の追加を考慮して内径 22 mm 程度の口径を選定することが望ましい。ケーブルラック施工，

EPS などへの引込みの施工例を図 18 に示す。 

 
a) ケーブルラック施工 b) 結束バンドによる固定 

固定間隔 

約 1ｍ 

POFケーブル 
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c) EPS への引込み d) 情報配線ボックスへの配線 

図 18－フッ素樹脂系 POF ケーブルの施工例 
 

5.2.2 余長処理 

フッ素樹脂系 POF ケーブルの配線盤内での余長処理は，OITDA/TP 11/BW の 7.3（余長収納）に準じて

行う。 

また，光アウトレットに接続する際の余長処理については，5.1.3 に準じて行う。 

6 保守・管理 

建物内配線に関する注意として，次の事項がある。 

a) 光アウトレットのコネクタ端面に手では触らない。 

b) 家具類の移動の際，光ケーブルの踏み付けなどによる損傷（断線）に注意する。 

c) 光ケーブルを配管敷設する際は，許容張力以下で牽引する。 

7 試験・性能基準 

光ケーブルの敷設及び成端処理終了後の光ファイバ伝送路試験としては，光パワーメータを用いて試験

対象区間の光損失測定を行う。この方法では，光ファイバ自体の損失と光コネクタによる接続損失とを合

せた値が測定される。性能基準としては，損失が性能基準値を満足することが求められる。 

試験手順（簡易法）は，次のとおりである。 

a) 光源の電源を入れ 10 分間程度ウォーミングアップし，出力を安定させる。 

b) 光源が安定した後，光源に励振用光ファイバを接続する。 

c) 励振用光ファイバの出射端を光パワーメータに接続し，入射光の基準値（Pin）を測定する。 

d) 励振用光ファイバの出射端を光パワーメータから外して被測定光ファイバの一端に接続する。 

e) 被測定光ファイバの出射端を光パワーメータに接続し，出射光強度（Pout）を測定する。 

f) 次式より損失（L）を求める。 
L＝Pin－Pout 

ここで， L： 損失（単位：dB） 
 Pin： 入射光の基準値（単位：dBm） 
 Pout： 出射光強度（単位：dBm） 
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図 19－損失試験法 

試験及び性能基準は，システム構成及び個別伝送規格により異なる。 
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附属書 A 
（参考） 

POF の種類及び主な特性 

POF の種類及び主な特性を表 A.1 に示す。 

表 A.1－POF の種類及び主な特性 

JIS 分類 

構造 特性 

対応する 
IEC 分類 

クラッド

直径 
（μm） 

コア直径（μm） NAa) 損失 
（dB/100 m） 

帯域 
（MHz @100 m） 

PSI-980/1000 - A2 1 000 [クラッド径] - [15～35] 0.50 ≦20b) ≧10 A4a.2 

PSI-735/750 750 [クラッド径] - [15～35] 0.50 ≦30b) ≧10 A4b 

PSI-485/500 500 [クラッド径] - [15～35] 0.50 ≦30b) ≧10 A4c 

PSI-980/1000 - B  1 000 [クラッド径] - [15～35] 0.30 ≦18 c) ≧100 c) A4d 

PGI-500/750 750 500 以上 0.25 ≦18 c) ≧200 c) A4e 

PGI-120/490 490 120 0.19 ≦3.3 d) 1 880 ～ 5 000 d) A4g 

PGI-62.5/245 245 62.5 0.19 ≦3.3 d) 1 880 ～ 5 000 d) A4h 

   国内で市販されている 55 μm コア及び 80 μm コア GI-POF は，JIS 及び IEC 規格に存在しない。 
注 a) “PSI-”4 種については理論 NA，“PGI-”3 種については実効 NA の実測値。 
注 b) 波長 650 nm，定常モード励振での値。 
注 c) 波長 650 nm，励振 NA=0.3 での値。 
注 d) 波長 850 nm での値。 
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附属書 B 
（参考） 

建物内配線用 POF 2 心ジップコード（分離形）ブランク詳細仕様 

B.1 概要 

建物内配線用 POF 2 心ジップコード（分離形）の構造・寸法及び特性を表すブランク詳細仕様を，B.2 及

び B.3 に示す。 

B.2 構造・寸法 
 

項目 仕様 規定条件など 

コア直径 μm JIS C 6837 準拠 

素線外径 mm JIS C 6837 準拠 

ケーブル構造 2 心ジップコード JIS C 6836 準拠 

ケーブル寸法 mm JIS C 6836 準拠 

ケーブル重量 g/m  

ケーブル色   

条長 m  

B.3 特性 
 

項目 仕様 規定条件など 

損失 dB/km JIS C 6823 準拠 

帯域 MHz @100m JIS C 6824 準拠 

NA  JIS C 6825 準拠 

被覆引抜き強度 N 以下  

2 心引裂き強度 N 以上，    N 以下  

許容曲げ半径（短時間） mm 10 秒間，張力解除後の残留損失増加  dB 以下 

許容曲げ半径（施工状態） mm 5 分間，残留損失増加  dB 以下 

キンク  JIS C 6851 準拠 

抗張力（短時間） N 10 秒間，張力解除後の残留損失増加  dB 以下 

抗張力（長時間） N 5 分間，張力解除後の残留損失増加  dB 以下 

ねじり  JIS C 6861 準拠 

圧壊 N/100 mm JIS C 6861 準拠 

衝撃 J JIS C 6861 準拠 

使用温度範囲   

保存温度範囲   

難燃性   
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附属書 C 
（参考） 

建物内配線用 POF 2 心ケーブル ブランク詳細仕様 

C.1 概要 

建物内配線用 POF 2 心ケーブルの構造・寸法及び特性を表すブランク詳細仕様を，C.2 及び C.3 に示す。 

C.2 構造・寸法 
 

項目 仕様 規定条件など 

コア直径 μm JIS C 6837 準拠 

素線外径 mm JIS C 6837 準拠 

ケーブル構造 2 心ケーブル  

ケーブル寸法 mm  

ケーブル重量 g/m  

ケーブル色   

条長 m  

C.3 特性 
 

項目 仕様 規定条件など 

損失 dB/km JIS C 6823 準拠 

帯域 MHz @100m JIS C 6824 準拠 

NA  JIS C 6825 準拠 

被覆引抜き強度 N 以下  
2 心引裂き強度 
（心線が 2 心ジップコードの場合） 

N 以上，    N 以下  

許容曲げ半径（短時間） mm 10 秒間，張力解除後の残留損失増加  dB 以下 

許容曲げ半径（施工状態） mm 5 分間，残留損失増加  dB 以下 

キンク  JIS C 6851 準拠 

抗張力（短時間） N 10 秒間，張力解除後の残留損失増加  dB 以下 

抗張力（長時間） N 5 分間，張力解除後の残留損失増加  dB 以下 

ねじり  JIS C 6861 準拠 

圧壊 N/100 mm JIS C 6861 準拠 

衝撃 J JIS C 6861 準拠 

使用温度範囲   

保存温度範囲   

難燃性   
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OITDA/TP 03/BW：2020 
 

プラスチック光ファイバ（POF）建物内光配線システム 
 

解 説 

この解説は，本体及び附属書に記載した事柄を説明するもので，技術資料（TP）の一部ではない。 

1 今回の改正までの経緯 

光産業技術振興協会ファイバオプティクス標準化委員会傘下の建物内光配線システム分科会では，2003
年度から戸建住宅の建物構造の調査，石英/POF 及び周辺技術の調査，光配線の施工例，問題点の調査など

を開始した。 

2004 年度は，戸建住宅への光配線を推進するためのガイドライン作成を目指して，実態調査とともに最

新技術動向調査，ガイドラインの概略内容の検討を行った。 

2005 年度及び 2006 年度は，技術資料“プラスチック光ファイバ（POF）建物内配線システム”の作成を

具体的に進め，2007 年度に技術資料“プラスチック光ファイバ建物内光配線システム”を第 1 版として公

開するに至った。 

その後，この技術資料は，2009 年，2012 年の 2 回の改正を経て，今回（2019 年）の改正に至った。改

正の経緯を次に示す。 

a) 第 1 版に対し寄せられた意見を参考に 2008 年度から改正作業を行い，主に次の変更を加え，2009 年

に第 2 版として公表した。 

1) 他の技術資料に合わせ文書構成を変更した。 

2) 戸建住宅用光配線システムについて，新築と既築との場合に分け記述した。 

3) 2 心 POF コード及びケーブルのブランク仕様表を追加した。 

b) さらに，国内 POF メーカ各社から聴取した意見，及び第 2 版作成後の市販品の状況変化に対応するた

め，2010 年度より第 3 版の改正作業に着手した。2012 年に公表した第 3 版での主な改正箇所は，フッ

素樹脂系 POF の製品仕様及び光コネクタに関する部分である。特にフッ素樹脂系 POF の製品仕様に

ついては第 2 版に対し大幅な変更が加えられた。 

c) 2018 年度には，第 4 版の改正に着手し，ファイバオプティクス標準化部会建物内光配線システム専門

部会にて，2018 年度末までに，技術資料（TP）第 4 版として原案を取纏めた。 

2 今回の改正の趣旨 

今回の第 4 版の改正の主な変更点は，アクリル樹脂系 POF についてコネクタに関する記述を削除したこ

とであり，これは建物内配線を対象としたコネクタレス接続による最長 50 m までのギガビットイーサネ

ット規格が 2017 年に ISO/IEC/IEEE 8802-3 に追記され，製品が上市されたことに対応したものである。

また，フッ素樹脂系 POF に関しても，最新の動向に合わせて POF の構造パラメータに関する数値などに

変更を加えた。 
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3 主な項目及び改正点の説明 

主な項目及び改正点は，次のとおりである。 

a) 適用範囲（箇条 1） 

本技術資料の適用範囲は，各住戸内の情報配線ボックス内の光回線終端装置（ONU）から各部屋内

の情報端末までの POF による住戸内配線，及び集合住宅内配線とした。 

戸建住宅への光ケーブルの引き込みについては，OITDA/TP 01/BW を参照されたい。 

b) 引用規格（箇条 2） 

POF 及び POF 用コネクタの製品仕様と試験法に関する規格を示した。 

今回の第４版への改正では，解説箇条 2 に記載のとおりアクリル樹脂系 POF についてコネクタ及び

成端処理が不要な接続方式による国際規格が制定され，対応機器もコネクタレス接続が主流となった

ことから，アクリル樹脂系 POF 用のコネクタに関する引用規格をすべて削除した。 

c) 定義及び用語並びに略語（箇条 3） 

光配線システムの主な構成要素である配線盤，情報配線ボックス，光ケーブル及び光回線終端装置

等の装置類の用語を定義づけた。 

d) POF 光配線システムの基本構成（箇条 4） 

POF 光配線システムとして，住居の情報配線ボックス内に設置される光回線終端装置（ONU）から

各部屋の情報端末までの配線を基本的な構成とした。また，光ファイバの心線数は，2 心とした。な

おアクリル樹脂系 POF とフッ素樹脂系 POF とではケーブル形態及び施工方法が異なるため，それぞ

れについて配線構成及び配線物品の例を記載した。 

いずれの配線構成でも，光信号は ONU で電気信号に変換され，ONU からは UTP 等の LAN ケーブ

ルによりルータ又は SW-HUB に接続される。そこから各部屋への配線については，現状では POF 用

のメディアコンバータにより再度光信号に変換され，各部屋の光コンセントまでスター型に配線され

る。部屋の中では，光コンセントからの光信号を POF 用メディアコンバータで電気信号に変換し，

LAN ケーブルにより情報端末に接続する。 

今回の第 4 版への改正では，アクリル樹脂系 POF について POF コードをコネクタレス接続する方

式のみを残し，コネクタ及び POF ケーブルに関する記述を削除した。 

e) 配線施工・接続，保守・管理，試験・性能基準（箇条 5～箇条 7） 

POF ケーブルの配線施工・接続（成端処理，余長処理を含む），保守・管理，試験については，現状

実施されている代表例を記載した。POF の場合，施工業者及び建物利用者が成端処理を行うこともあ

り得るため，コネクタの種類並びに成端処理方法及び余長処理方法について概要を記載した。 

なお，今回の第４版への改正では，アクリル樹脂系 POF について解説箇条 2 の理由によって成端処

理に関する記述を削除した。 

f) コード及びケーブルのブランク詳細仕様（附属書 B 及び附属書 C） 

今回の第４版への改正では，フッ素樹脂系 GI 形 POF の平形ルースケーブルに相当する製品が廃品

種となったため，これに相当する附属書 D を削除した。 

4 その他の解説事項 

構内配線の規格化に関して，国際標準化では ISO/IEC JTC 1/SC 25/WG 3 における討議により ISO/IEC 
11801，Generic Cabling for Customer Premises が制定されている。また，POF 配線システム関連では，工業

用構内配線の規格として ISO/IEC 24702:2006，Generic cabling－Industrial premises，IEC 61158:2007，Fieldbus 
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specifications 及び IEC 61918:2007，Installation of communication networks in industrial premises に若干の記述

がある。しかしながら，いずれも配線及び施工に関する情報の記載はなく，住宅内光配線の参考とするに

は不充分である。特にこの技術資料で扱うような POF による住宅内配線に関する規格化については，国内

外ともに進んでいないのが実情である。 

5 原案作成部会の構成表 

原案作成メンバの構成表を，次に示す。 
 

ファイバオプティクス標準化部会建物内光配線システム専門部会 構成表 

 氏名 所属 
（議長） 片 山 和 典 日本電信電話株式会社 
（メンバ） 磯 部 竜 也 古河電気工業株式会社 
 内 山 晴 義 横河計測株式会社 
 熊 谷 正 和 株式会社 フジクラ 
 佐 藤  勉 日本コムシス株式会社 
 清 水 祐 貴 一般財団法人日本規格協会 
 関 谷 成 真 株式会社 協和エクシオ 
 高 橋  聡 ＰＯＦプロモーション 
 横 川 知 行 住友電気工業株式会社 
（オブザーバ） 米 田 竜 司 経済産業省 産業技術環境局 
（事務局） 村 谷 博 文 一般財団法人光産業技術振興協会 
 （執筆者 高橋 聡） 
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